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ア
リ
ス
・
ギ
イ
と
い
う
人
物
に
行
き
着
く
前
に
、
そ
の
人
物
像
を
先

に
描
く
必
要
が
あ
っ
た）

1
（

。

映
画
研
究
者
に
な
る
以
前
は
映
画
監
督
と
し
て
活
動
し
て
い
た
私
は
、

一
九
八
〇
年
代
末
、
映
画
脚
本
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
描

く
女
性
像
に
疑
問
を
持
っ
た
。
男
性
に
よ
る
映
像
テ
ク
ス
ト
や
、
ド
ロ

シ
ー
・
ア
ズ
ナ
ー
や
ア
イ
ダ
・
ル
ピ
ノ
と
い
っ
た
女
性
映
画
監
督
に
よ

る
映
像
テ
ク
ス
ト
の
女
性
像
を
、
多
く
の
人
が
批
判
し
、
脱
構
築
し
て

き
た
。
私
自
身
は
実
験
映
画
を
作
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
験
的
女
性

監
督
に
よ
る
も
の
で
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
た
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代

の
言
説
を
理
解
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
女
性
に
向
け
た
映

画
は
男
性
優
位
の
既
存
文
化
の
映
画
と
は
異
な
る
映
像
言
語
で
構
築
さ

れ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
だ
。
お
飾
り
的
存
在
の
女
性
が
作
っ
た
映
画

も
同
様
だ
。
し
か
し
、
経
済
的
に
も
映
像
ス
タ
イ
ル
的
に
も
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
影
響
を
受
け
ず
に
、
女
性
の
映
画
監
督
が
独
自
の
映
像
言
語
を
生

み
出
せ
る
も
の
だ
ろ
う
か
？
　
可
能
だ
と
す
れ
ば
そ
の
映
像
言
語
は
ど

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

相
当
数
の
映
画
を
製
作
し
た
女
性
映
画
監
督
を
ハ
リ
ウ
ッ
ド
以
外
で

見
つ
け
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
映
像

言
語
で
映
画
を
作
る
な
ら
ま
ず
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
必
要
、
と
い
う
わ

け
だ
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
描
い
て
か
ら
ア
リ
ス
・
ギ

イ
調
査
に
入
っ
た
。
映
画
史
の
最
初
の
二
十
年
間
に
盛
ん
に
作
ら
れ
て

い
た
映
画
が
、
そ
の
後
作
ら
れ
た
映
画
と
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
一
三
年
以
前
に
映
画
を
作
っ

て
い
た
女
性
を
探
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

ア
リ
ス・
ギ
イ
・
ブ
ラ
シ
ェ
を
探
し
て

序
章
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ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
考
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
、

古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
か
ら
離
れ
て
い
ら
れ
る
か
ら
だ
。

製
作
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
か
な
り
の
数
の
作
品
を
残
し
た
女
性

を
私
は
探
し
求
め
た
。
そ
れ
が
作
品
分
析
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
と
。

少
な
く
と
も
一
ダ
ー
ス
の
女
性
監
督
が
そ
の
時
代
に
い
た
だ
ろ
う
と

考
え
た
。
確
か
に
何
人
か
い
た
が
、
最
終
的
に
は
た
っ
た
一
人
し
か
い

な
か
っ
た
。
一
九
〇
八
年
に
ゴ
ー
モ
ン
・
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ

で
英
語
版
フ
ォ
ノ
セ
ー
ヌ
を
監
督
し
始
め
た
ロ
イ
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
以
前

に
存
在
し
て
い
た
女
性
は
、
も
ち
ろ
ん
ア
リ
ス
・
ギ
イ
、
の
ち
の
ア
リ

ス
・
ギ
イ
・
ブ
ラ
シ
ェ
以
外
に
い
な
か
っ
た）

2
（

。

ギ
イ
の
経
歴
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
興
味
深
い
。
同
じ
一
八
九
六

年
に
監
督
と
し
て
の
仕
事
を
始
め
た
者
た
ち
に
比
べ
る
と
、
彼
女
の
監

督
歴
は
は
る
か
に
長
い
。
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
は
一
九
〇
五
年
、
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
メ
リ
エ
ス
は
一
九
一
二
年
、
エ
ジ
ソ
ン
は
一
九
一
七
年
に
は

映
画
製
作
を
や
め
て
い
る
。
彼
女
に
学
ん
だ
一
人
、
ロ
メ
オ
・
ボ
セ
ッ

テ
ィ
で
さ
え
一
九
一
〇
年
代
半
ば
に
は
監
督
業
を
や
め
て
い
る
。
も
っ

と
も
ボ
セ
ッ
テ
ィ
は
第
一
次
大
戦
後
に
性
格
俳
優
と
し
て
映
画
界
に
戻

っ
た
の
だ
が
。

活
動
期
間
が
長
か
っ
た
の
は
、
変
化
す
る
映
画
界
へ
の
対
応
能
力
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ギ
イ
が
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
に
対
応
で
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
に
ゴ
ー
モ
ン
社
の
ス
タ
ジ
オ
が
建

設
さ
れ
る
ま
で
、
ギ
イ
が
撮
影
し
た
映
画
に
つ
い
て
は
、
製
作
の
細
部

に
至
る
ま
で
、
全
て
の
責
任
を
ほ
ぼ
ギ
イ
一
人
で
負
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る）

3
（

。
創
作
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
パ
リ
中
に
ロ
ケ
地
を
求

め
、
小
道
具
や
衣
装
を
調
達
し
、
時
に
は
衣
装
作
り
も
自
身
で
行
っ
た
。

友
人
を
誘
っ
て
演
じ
さ
せ
、
セ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
雇
い
、
自
身
が
出

演
も
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
は
、
自
分
の
ス
タ
ジ
オ
を
持
っ

て
製
作
会
社
ソ
ラ
ッ
ク
ス
を
経
営
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
フ
ォ
ー

ト
・
リ
ー
で
は
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
映
画
製
作
の
全
て

を
掌
握
し
た
。
脚
本
、
美
術
、
編
集
、
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
監
督
を

行
っ
た
。
監
督
し
た
作
品
数
は
ざ
っ
と
千
本
、
加
え
て
多
数
の
作
品
を

製
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
現
存
し
て
い
る
も

の
は
百
本
余
り
に
過
ぎ
な
い
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
現
存
の
作
品
の
う
ち
、

ギ
イ
自
身
が
監
督
し
た
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
。

と
は
い
え
、
映
画
の
作
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ゴ
ー
モ
ン

社
時
代
に
ギ
イ
が
関
わ
っ
た
映
画
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
困
難
だ
。
仕

事
が
長
期
に
わ
た
り
か
つ
広
範
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
ギ
イ
が
映
画
界
で

果
た
し
た
役
割
の
幅
広
さ
を
考
え
る
と
、「
ギ
イ
作
」
と
さ
れ
る
多
数

の
映
画
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
実
際
、
ど
の
よ
う
な

場
合
を
ギ
イ
の
作
品
と
す
べ
き
か
。
脚
本
を
書
い
た
場
合
か
、
監
督
を

行
っ
た
場
合
か
、
製
作
を
行
っ
た
場
合
か
。
あ
る
い
は
そ
の
い
ず
れ
か

を
行
っ
た
場
合
か
。
保
存
フ
ィ
ル
ム
の
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
は
長
期
に
わ

た
り
、
困
難
を
伴
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
ギ
イ
が
監

督
し
た
映
画
を
も
っ
て
「
ギ
イ
作
」
と
特
定
し
て
い
た
か
ら
だ
。
た
と

え
ば
、
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ソ
ラ
ッ
ク
ス
社
作
品
を
全
て
調
べ
た
い

旨
希
望
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
ギ
イ
監
督
の
作
品
と
特
定
し
た
作
品
だ
け

を
見
せ
ら
れ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
側
が
見
せ
な
か
っ
た
映
画
で
ギ
イ
作
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の
も
の
が
他
に
も
存
在
し
て
い
た
た
め
、
別
の
ソ
ラ
ッ
ク
ス
映
画
の
ア

ー
カ
イ
ブ
も
見
る
必
要
が
生
じ
、
こ
れ
ら
作
品
も
再
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

最
初
期
の
ゴ
ー
モ
ン
社
フ
ィ
ル
ム
の
作
者
特
定
に
あ
た
っ
て
は
、
意

見
の
相
違
が
か
な
り
あ
る
。
本
書
で
は
複
数
の
章
で
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
（
第
一
章
、
第
三
章
、
第
六
章
）。
ゴ
ー
モ
ン
社
が
ギ

イ
作
品
で
あ
る
と
最
初
か
ら
特
定
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
。（
例
え
ば

『
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
（La V

ie du C
hrist

）』、『
マ
ダ
ム
の
渇
望
（M
adam

 
a des envies

）』
お
よ
び
ほ
ぼ
全
て
の
フ
ォ
ノ
セ
ー
ヌ
作
品
。）
ギ
イ
が

監
督
で
あ
る
と
い
う
証
拠
を
見
つ
け
た
り
、
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
か
ら
ギ

イ
作
品
で
あ
ろ
う
と
特
定
で
き
た
場
合
も
あ
っ
た
。
ギ
イ
作
品
と
特
定

で
き
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
各
作
品
に
つ
い
て
の
箇
所
に
記
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
時
代
の
作
品
に
は
ギ
イ
作
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
は

な
か
っ
た
が
（
初
期
の
映
画
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
付
か
な
か
っ
た
。
ま
た

一
九
一
二
年
ま
で
は
脚
本
の
著
作
権
も
な
か
っ
た
）、
各
種
の
受
賞
歴

が
自
ず
と
正
式
承
認
に
代
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
一

月
に
は
、「
劇
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
し
て
教
育
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。

「
映
画
監
督
」と
い
う
名
称
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
、

ゴ
ー
モ
ン
社
が
大
き
な
存
在
感
を
示
し
た
万
国
博
覧
会
で
も
ギ
イ
は
何

度
か
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ゴ
ー
モ
ン
社
が
ギ
イ
を
授
賞
候
補
者

に
挙
げ
、
審
査
員
が
そ
れ
を
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
九
〇
〇
年

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
一
九
〇
三
年
の
リ
ー
ル
万
国
博
覧
会
で
は
協
力

者
賞
を
付
与
さ
れ
、
一
九
〇
四
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
、

一
九
〇
五
年
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
万
国
博
覧
会
、
一
九
〇
六
年
の
ミ
ラ
ノ
万

国
博
覧
会
で
は
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
九
〇
五
年
ま
で
の
ゴ
ー
モ
ン
社
の
映
画
が
全
て
ギ
イ
の
「
監
督
」

に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
彼
女
が
「
製
作
」
し

た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ギ
イ
の
回
想
録
に
よ
る
と
、
一
九
〇
五
年
に

ゴ
ー
モ
ン
社
の
ガ
ラ
ス
張
り
ス
タ
ジ
オ
が
竣
工
す
る
ま
で
は
、
同
社
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
の
製
作
、
脚
本
、
監
督
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
の
責
任

者
は
ギ
イ
た
だ
一
人
だ
っ
た
。
序
章
の
後
半
で
は
、
ギ
イ
の
作
品
を
い

か
に
発
見
し
、
特
定
し
、
フ
ィ
ル
ム
保
存
に
努
め
た
か
を
述
べ
る
。
ギ

イ
の
作
品
研
究
は
、
こ
れ
と
は
別
に
行
っ
て
い
た
創
成
期
映
画
史
研
究

と
合
わ
せ
て
行
っ
た
。
序
章
の
最
後
で
は
、
ギ
イ
が
世
界
初
の
女
性
映

画
監
督
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

fig.1　白い羽根の帽子をつけたアリス
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映
画
と
記
録
を
求
め
て

現
存
す
る
フ
ィ
ル
ム
を
見
つ
け
る
こ
と
が
最
初
の
一
歩
だ
っ
た
。
自

分
の
映
画
に
つ
い
て
の
様
々
な
ア
ー
カ
イ
ブ
を
探
し
求
め
る
努
力
は
ギ

イ
自
身
が
行
っ
て
い
た
。
ま
ず
一
九
二
七
年
に
、
次
に
五
〇
年
代
に
試

み
た
が
成
果
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
時
、
ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
が
一
九
五
八
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
発
見
し
た

三
本
を
除
い
て
、
自
分
の
作
品
の
ほ
ぼ
全
て
は
消
失
し
た
と
ギ
イ
は
思

っ
て
い
た
。
一
九
九
二
年
に
私
が
調
査
を
始
め
た
時
点
で
は
、
四
十
本

が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
ア
ー
カ
イ
ブ
担
当
者
や
私
を
含

む
研
究
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
百
十
本
前
後
に
増
え
た
。（
そ

の
う
ち
数
本
は
保
存
処
置
を
必
要
と
し
た
。）
そ
の
中
で
長
編
は
二
本

の
み
だ
っ
た
。
二
十
二
本
を
超
え
る
ギ
イ
の
長
編
の
う
ち
、
も
う
一
本

『
女
帝（The Em

press

）』（
U
．S
．ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
社
、
一
九
一
七

年
）
は
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
未
処
置
の
状
態
で
保
存
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
研
究
の
た
め
に
私
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
求
め
て
ア
メ

リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
回
る
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
に
十
年
近
く
を

費
や
し
た
。
調
査
の
過
程
そ
の
も
の
が
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
映
画

創
成
期
の
作
品
お
よ
び
映
画
の
作
者
の
概
念
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
っ fig.4　ミラノ万国博覧会の銀メダル

fig.2　芸術アカデミーのメダル，表

fig.3　芸術アカデミーのメダル，裏
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て
、
調
査
は
追
い
風
と
逆
風
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
重

要
な
事
柄
な
の
で
、
調
査
中
に
ギ
イ
の
経
歴
の
紹
介
と
作
品
分
析
を
織

り
交
ぜ
て
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
た
。
冒
頭
で
で
き
る
限
り
全
て

の
人
へ
の
謝
辞
を
述
べ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
シ
モ
ン
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ヒ

ギ
ン
ズ
の
助
力
で
創
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
ア
リ

ス
・
ギ
イ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
今
後
も
研
究
者
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
文
書
類
、
具
体
的
に
は
ロ
ベ

ル
タ
・
ブ
ラ
シ
ェ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
ギ
イ
の
娘
で

あ
る
シ
モ
ー
ヌ
、
そ
し
て
義
理
の
娘
の
ロ
ベ
ル
タ
・
ブ
ラ
シ
ェ
が
大
切

に
守
っ
て
き
た
。

こ
の
企
画
は
研
究
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
た
め
の
も
の
だ
。
つ
ま
り

私
が
調
査
を
始
め
た
当
時
、
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
伝
記
や
批
評
分
析
は
一

冊
も
な
か
っ
た
。
一
般
的
な
歴
史
書
は
ギ
イ
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
触

れ
る
こ
と
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
何
か
の
つ
い
で
に
触
れ
る
程
度
だ
っ

た）
4
（

。他
に
も
ギ
イ
に
つ
い
て
は
語
る
者
が
い
る
が
、
そ
れ
は
問
題
含
み
だ）

5
（

。

本
書
の
第
一
章
、
第
三
章
、
第
六
章
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ア

ン
リ
・
ラ
ン
グ
ロ
ワ
は
、「
フ
ラ
ン
ス
映
画

―
起
源）

6
（

」
と
題
す
る
記

事
を
発
表
し
、
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
だ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ン
・
ジ
ャ
ッ
セ
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ
リ
エ
ス
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・

ゼ
ッ
カ
ら
の
名
と
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
作
品
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
が
、

ギ
イ
自
身
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
ラ
ン
グ
ロ
ワ
は
、

一
九
五
七
年
に
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
行
わ
れ
た
ア
リ
ス

へ
の
表
敬
式
典
に
彼
女
を
迎
え
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
ド
、
ジ
ェ

ラ
ル
ド
・
ペ
ア
リ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
カ
サ
ン
ら
が
ギ
イ
に
つ
い
て
記

事
を
書
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
し

た
も
の
だ）

7
（

。

ギ
イ
の
回
想
録
は
、
一
九
七
六
年
に
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ

た）
8
（

。
初
の
英
語
版
は
序
章
抜
き
で
、
一
九
八
六
年
に
『
ア
リ
ス
・
ギ 

イ
・
ブ
ラ
シ
ェ
の
回
想
録
（The M

em
oires of A

lice G
uy B

laché

）』
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
義
理
の
娘
ロ
ベ
ル
タ
・

ブ
ラ
シ
ェ
と
実
の
娘
シ
モ
ー
ヌ
・
ブ
ラ
シ
ェ
が
原
書
を
翻
訳
し
、
ア
ン

ソ
ニ
ー
・
ス
ラ
イ
ド
が
編
集
し
た
も
の
だ
。
一
九
九
六
年
五
月
に
は
ス

ケ
ア
ク
ロ
ウ
・
プ
レ
ス
が
序
章
を
加
え
て
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
を
出
し

た）
9
（

。
英
語
版
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
も
欠
落
部
分
が
あ
っ
て
歯
が
ゆ
い

限
り
だ
。
回
想
録
の
出
版
に
よ
っ
て
ア
リ
ス
・
ギ
イ
に
関
す
る
著
作
ブ

ー
ム
が
起
き
た
。
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
バ
シ
ー
、
ジ

ャ
ン
・
ミ
ト
リ
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
カ
サ
ン
、

マ
ー
ク
・
ワ
ナ
メ
イ
カ
ー）

10
（

ら
の
著
述
だ
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ス
ラ
イ
ド
は
、

そ
の
著
作
『
初
期
女
性
監
督
た
ち
（Early W

om
en D

irectors

）
11
（

）』
に
ギ

イ
の
章
を
設
け
、
そ
れ
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
イ
ヤ
ー
・
マ
カ
ー
ン
の
著

作
『
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
ズ
（The First Film

m
akers

）
12
（

）』

に
再
録
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
、
ジ
ョ
ベ
ッ
ト
・
マ
ル
シ
ェ
ソ
ー
ト
に
よ
る
ギ

イ
に
つ
い
て
の
論
説
が
実
験
演
劇
を
テ
ー
マ
と
す
る
カ
ナ
ダ
人
著
作
集

の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る）

13
（

。
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
レ
ト
ン
は
そ
の
著
作
『
映

像
の
女
性
（Fem

m
es d ’im

ages

）』
で
ギ
イ
に
つ
い
て
一
章
を
割
い
て
い
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る）
14
（

。
ア
リ
ス
・
ギ
イ
が
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
に
関
す
る
バ

シ
ー
の
論
文
は
、
バ
シ
ー
が
行
っ
た
六
〇
年
代
初
め
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
ス
ク
リ
プ
ト
と
と
も
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
始

ま
り
の
数
年
（Les Prem

iers ans du ciném
a français
）』
と
し
て
出
版

さ
れ
た）

15
（

。
回
想
録
出
版
は
、
ギ
イ
の
回
顧
ブ
ー
ム
を
も
起
こ
し
た
。

一
九
九
四
年
の
ク
レ
テ
イ
ユ
女
性
映
画
祭
や
一
九
八
五
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館
で
の
回
顧
展
が
知
ら
れ
て
い
る
。
回
想
録
は
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
、
こ
と
に
女
性
映
画
作
家
を
研
究
す
る
著
作
者
の
注
意
を
引
い

た）
16
（

。
こ
れ
ら
書
物
は
、
回
想
録
、『
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
』
の
記
事
お
よ
び
ギ
イ
・
ブ
ラ
シ
ェ
の
ソ
ラ
ッ
ク
ス
時
代
を
テ

ー
マ
と
す
る
リ
サ
・
ヴ
ィ
サ
ン
ジ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
お
け
る
修
士

論
文
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い）

17
（

。
こ
れ
ら
論
文
や
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ

リ
カ
で
行
わ
れ
た
ギ
イ
・
ブ
ラ
シ
ェ
作
品
の
部
分
回
顧
展
に
よ
っ
て
、

今
や
ア
リ
ス
・
ギ
イ
は
一
般
的
な
映
画
史
文
献
に
常
に
登
場
す
る
よ
う

に
な
っ
た）

18
（

。

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
バ
シ
ー
の
『
ア
リ
ス
・
ギ
イ
・
ブ
ラ
シ
ェ

―
世

界
初
の
女
性
映
画
監
督
（A

lice G
uy B

laché: La Prem
iere fem

m
e 

cinéaste du m
onde

）』（
一
九
九
三
年
）
は
回
想
録
の
空
白
部
分
を
埋
め

る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た）

19
（

。
バ
シ
ー
は
ギ
イ
の
全
作
品
リ
ス
ト
を
作

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
話
題
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は

バ
シ
ー
の
研
究
を
か
な
り
反
芻
し
、
向
き
合
う
べ
き
問
題
の
解
決
に
努

め
た
。

空
白
を
埋
め
よ
う
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
も
あ
る）

20
（

。
私
の

研
究
は
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ス
ラ
イ
ド
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
だ
が
、

彼
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
沈
黙
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
（The Silent 

Fem
inists

）』）
21
（

を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
を
ア
リ
ス
・
ギ
イ
に
割
き
、

娘
シ
モ
ー
ヌ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
入
れ
た
。
ニ
コ
ル
゠
リ
ー
ズ
・
ベ
ル

ン
ハ
イ
ム
が
七
〇
年
代
後
半
に
作
っ
た
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー）

22
（

は
、

ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
私
生
活
に
つ
い
て
重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
書
巻
末
に
リ
ス

ト
を
載
せ
た
。
そ
の
中
の
最
た
る
も
の
は
、
や
は
り
一
九
九
四
年
の
カ

ナ
ダ
国
立
映
画
協
会
に
よ
る
マ
ル
キ
ー
ズ
・
ル
パ
ー
ジ
ュ
監
督
の
『
失

わ
れ
た
庭
園
（The Lost G

arden

）』
だ
。
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
伝
記
と
映

画
史
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
数
多
く
の
ギ
イ
の
作
品
を
一
般
視
聴
者

に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

『
失
わ
れ
た
庭
園
』
の
よ
う
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
ギ
イ

と
そ
の
作
品
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
彼
女
の

私
生
活
と
作
品
に
つ
い
て
の
神
話
は
根
強
く
残
っ
た
。
こ
れ
ら
を
本
書

fig.5　ライティング用スモッグ姿のアリス
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の
各
章
で
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
神
話
的
誤
解
を
解
き
、
真
実
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
苦
心
し
た
。
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
名
を
耳
に
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
、
誰
し
も
彼
女
が
世
界
初
の
女
性
映
画
監
督
で
あ
る
こ
と
、

初
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
作
っ
た
人
物
と
し
て
一
大
論
争
（
第
一
章

参
照
）
を
招
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
だ）

23
（

。
ギ
イ
が
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

映
画
の
成
長
に
果
た
し
た
役
割
を
疑
う
者
が
本
書
の
内
容
を
信
じ
な
い

と
し
て
も
、
初
期
の
音
声
付
き
映
画
製
作
に
お
い
て
ギ
イ
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
ギ
イ
は
一
九
〇
二
年
か
ら

一
九
〇
六
年
に
か
け
て
、
百
本
も
の
音
声
付
き
映
画
を
監
督
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。（
第
二
章

参
照
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ら
『
彼
女
は
映
画
を
作
り
た
か
っ
た
（Elle 

voulait faire du cinem
a

）』
と
い
う
映
画
を
観
た
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い）

24
（

。
こ
の
物
語
は
ギ
イ
と
上
司
の
レ
オ
ン
・
ゴ
ー
モ
ン
が
恋
愛
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
こ
れ
も
含
め
て
、
第
三
章
で
は

ゴ
ー
モ
ン
社
で
ギ
イ
が
仕
事
を
続
け
た
こ
と
の
困
難
さ
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ア
メ
リ
カ
人
な
ら
史
実
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
を
読
ん
だ
人
も
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ギ
イ
の
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ジ
オ
、
ソ
ラ
ッ

ク
ス
社
が
夫
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
シ
ェ
の
も
と
で
終
焉
し
た
原
因
に

つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
反
証
す
る
。

ソ
ラ
ッ
ク
ス
社
の
終
焉
は
「
ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
影
響
を
失
っ
た
」、
つ

ま
り
将
来
へ
の
転
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
第
五
章
で
述
べ
る
。
第
六
章
で
は
、
ア
リ
ス
・
ギ

イ
が
今
日
の
観
客
に
語
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
筆
者
の
本
来
の
問
い

に
答
え
る
。
ギ
イ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
？
　
創
成
期
の
映
画

言
語
を
理
解
す
れ
ば
、
ギ
イ
の
映
画
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
解
釈
が
で
き

る
の
か
？
　
ギ
イ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
映
画
作
家
の
指
導
者
的
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
ギ
イ
の
映
画
は
理
論
分
析
の
豊
穣
な

土
壌
と
な
る
の
か
？

ア
リ
ス
・
ギ
イ
の
私
生
活
を
取
り
ま
く
神
話
と
議
論
は
二
つ
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
ん
だ
。
一
つ
は
ギ
イ
が
歴
史
記
録
欠
落
の
犠
牲
者

に
な
っ
た
こ
と
。
こ
こ
で
責
め
ら
れ
る
べ
き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
男
性
歴

史
家
だ）

25
（

。
も
う
一
つ
は
私
生
活
が
注
目
さ
れ
る
あ
ま
り
ギ
イ
の
業
績
が

無
視
さ
れ
が
ち
な
こ
と
だ
。
ア
リ
ス
・
ギ
イ
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
捧
げ
ら

れ
た
一
九
九
四
年
の
ク
レ
テ
イ
ユ
女
性
映
画
祭
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
ギ
イ
の
業
績
の
歴
史
的
・
主
情
的
価
値
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
と

っ
て
さ
え
二
番
目
に
位
置
す
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
は
ざ
っ
と
千
本
に
の
ぼ
る
ギ
イ
監
督
の
作
品
の
う
ち
、
現
存
す
る

も
の
が
百
本
余
り
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
の
半
分
は
ご
く
近
年
に
発
見

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ギ
イ
の
作
品
は
世
界
各
地
の
ア
ー
カ
イ

ブ
に
分
散
し
て
い
る
。
研
究
者
で
さ
え
そ
れ
ら
全
て
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
多
く
は
早
急
な
保
護
と
保
全
を
必
要
と
し
て
い
る
。

本
書
の
目
的
は
ギ
イ
に
つ
い
て
の
「
よ
く
知
ら
れ
た
真
実
」
を
注
意

深
く
検
証
し
、
で
き
る
限
り
事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
分
別
し
、
残
さ

れ
た
ギ
イ
の
作
品
を
要
約
、
分
析
、
批
評
す
る
こ
と
で
あ
り
、
主
要
目

的
は
、
ギ
イ
の
映
画
を
現
代
の
観
客
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

す
る
こ
と
だ
。
こ
の
過
程
で
、
映
画
の
誕
生
と
、
私
た
ち
が
今
生
き
て

い
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
文
化
の
は
じ
ま
り
に
新
た
な
光
が
当
た
る
こ
と
を
願

う
。
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本
書
は
一
九
七
八
年
に
ブ
ラ
イ
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
国

際
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
連
盟
（
F 

I 

A 

F
）
会
議
で
始
ま
っ
た
活

動
の
産
物
で
も
あ
る
。
F 

I 

A 

F
は
、
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
の
世
界
的
連

携
機
関
と
し
て
一
九
三
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
世
界
中

の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
集
め
て
、
記
録
や
リ
サ
ー
チ
が
不
十
分
な
映
画
を
具

体
的
に
研
究
す
る
こ
と
だ
。
一
九
七
八
年
に
行
わ
れ
た
会
議
の
元
来
の

目
的
は
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
六
年
の
間
に
作
ら
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
映
画
を
調
査
し
て
議
論
す
る
こ
と
だ
っ
た）

26
（

。

映
画
を
観
る
と
い
う
、
こ
の
膨
大
な
仕
事
の
重
要
性
を
軽
ん
じ
て
は

い
け
な
い
。
一
九
七
八
年
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
以
前
の
映
画
史
研
究
家

の
仕
事
は
、
こ
と
に
歴
史
家
が
書
い
た
黎
明
期
の
映
画
に
つ
い
て
の
も

の
は
、
記
録
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
発
見
も
ア
ー
カ
イ

ブ
化
も
さ
れ
て
い
な
い
映
画
が
多
く
あ
っ
た
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ

て
い
て
も
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
存
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
正
確
な

特
定
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
映
画
の
検
証
と
選
別
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、映
画
史
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
ま
れ
た
の
だ
。一
九
〇
〇

年
か
ら
一
九
〇
六
年
の
間
の
映
画
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、
映
画
史

研
究
家
の
利
益
に
も
か
な
っ
た
。
歴
史
的
に
も
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
、

未
調
査
で
理
論
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
分
野
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ア
カ
デ
ミ

ア
と
黎
明
期
映
画
の
親
密
な
関
係
が
始
ま
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
の

結
果
、
黎
明
期
映
画
の
映
画
史
研
究
者
に
よ
っ
て
映
画
研
究
が
大
き
く

進
歩
し
、
そ
れ
は
一
九
七
八
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
で
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
に
触
発
さ
れ
て

発
表
さ
れ
た
決
定
事
項
や
観
察
項
目
は
、
そ
の
後
二
十
年
に
わ
た
っ
て

研
究
に
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
会
議
の
主
催
者
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映

画
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
が
市
場
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
注
目
過
多

の
傾
向
に
な
り
、
現
在
は
そ
れ
が
修
正
に
向
か
っ
て
い
る
。（
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
へ
の
発
展
が
多
く
見
ら
れ

た
。）
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
映

画
の
ほ
と
ん
ど
は
エ
ジ
ソ
ン
社
と
、
D
・
W
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
監
督
デ

ビ
ュ
ー
し
た
映
画
会
社
、
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
社
の
製
作
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
七
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
市
場
を
独
占
し

て
い
た
映
画
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
テ
社
製
作
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
〇
五
年
ま
で
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
の
ほ
と
ん
ど
は
現
場

で
撮
影
さ
れ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
は
撮
影
所
で
撮
影
さ
れ
て
い
た
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
重
心
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
撮
影
所
の
セ
ッ
ト
を

重
要
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
は
撮
影
に

手
間
取
る
。「
フ
ェ
イ
ク
の
（
出
来
事
を
再
現
す
る
）」
ニ
ュ
ー
ス
・
フ

ィ
ル
ム
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
ど
ち
ら

だ
ろ
う
？
　
主
催
者
は
こ
れ
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
た
。
ボ
ー
ド
ヴ
ィ

ル
芸
の
記
録
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
？
　
こ
れ
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
さ
れ
た
。
一
九
〇
四
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
映
画
は

ボ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
シ
ョ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
だ
っ
た
か
ら
だ
。

ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
で
発
表
さ
れ
、
あ
る
い
は
会
議
に
触
発
さ
れ
た
論

文
は
書
物
と
な
っ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ベ
ル
、
べ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
タ

ー
、
ノ
エ
ル
・
バ
ー
チ
、
ア
ン
ド
レ
・
ゴ
ド
ロ
ー
、
サ
ン
デ
ィ
・
フ
リ

ッ
タ
ー
マ
ン
゠
ル
イ
ス
、
ト
ム
・
ガ
ニ
ン
グ
、
ミ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
セ
ン
、
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ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
メ
イ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ッ
サ
ー
、
バ
リ
ー
・
ソ
ル

ト
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ス
タ
イ
ナ
ー
ら
が
そ
う
だ
。
ト
マ
ス
・
エ
ル
サ
セ

サ
ー
が
編
集
し
た
『
初
期
映
画

―
ス
ペ
ー
ス
、
フ
レ
ー
ム
、
ナ
ラ
テ

ィ
ブ
（Space, Fram

e, N
arrative

）
27
（

）』
は
、
ブ
ラ
イ
ト
ン
で
発
表
さ
れ
た

論
文
に
他
の
論
文
を
加
え
た
書
籍
だ
。

ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
か
ら
十
三
年
後
、
ガ
ニ
ン
グ
は
会
議
が
参
加
者
に

与
え
た
影
響
を
ま
と
め
た
。

わ
れ
わ
れ
の
多
く
に
と
っ
て
、
創
成
期
の
映
画
体
験
は
何
や
ら
理

解
で
き
な
い
も
の
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
映
画
と
の
出
会
い

で
私
が
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
起
き
て
い
る
出

来
事
を
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
映
画
を

観
る
時
に
は
ほ
ぼ
自
動
的
に
起
き
る
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
ジ
ョ
ー

ク
を
理
解
し
、
ジ
ャ
ン
ル
を
特
定
し
、
時
間
と
空
間
の
関
係
を
理

解
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
象
行
為
、
あ
る
い
は
ス
ク
リ
ー
ン
の

枠
内
の
ど
の
部
分
を
見
る
べ
き
か
な
ど
は
、
創
成
期
の
映
画
に
つ

い
て
は
不
確
実
な
賭
け
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た）

28
（

。

ガ
ニ
ン
グ
ら
が
感
じ
た
驚
き
は
映
画
学
に
豊
か
な
成
果
を
も
た
ら
し
、

創
成
期
の
映
画
に
限
ら
ず
、
映
画
史
全
体
に
お
け
る
革
命
的
出
来
事
と

な
っ
た
。
ガ
ニ
ン
グ
は
一
九
九
二
年
に
続
編
を
書
き
終
え
、
当
時
未
開

拓
で
あ
っ
た
分
野
を
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
記
録
映

画
の
制
作
、
一
八
九
〇
年
代
の
映
画
、
創
成
期
映
画
の
ジ
ャ
ン
ル
の
役

割
、
一
巻
も
の
映
画
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
様
式
、
各
国
民
映
画
の
比
較
（
ブ

ラ
イ
ト
ン
で
優
先
的
に
扱
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

の
他
に
、
多
く
の
国
で
創
成
期
映
画
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
全
て
検
証

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
）、そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
映
画
間
の
相
互
関
係
で
あ
る
。

ガ
ニ
ン
グ
が
こ
れ
を
発
表
し
て
か
ら
十
年
、
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ

た
。
世
界
中
の
学
者
が
各
地
域
の
初
期
映
画
史
を
研
究
し
た
。
ジ
ャ
ン

ル
分
析
は
急
速
に
進
歩
し
、
中
で
も
知
ら
れ
る
の
は
西
部
劇
の
ジ
ャ
ン

ル
だ
。
一
八
九
〇
年
代
の
映
画
や
映
画
前
史
が
、
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
の

ロ
ー
ラ
ン
・
マ
ノ
ニ
ら
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
証
さ
れ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ア
ベ
ル
（
特
に
『
レ
ッ
ド
・
ル
ー
ス
タ
ー
・
ス
ケ
ア
（R

ed R
ooster 

Scare

）』
に
お
い
て
）
の
よ
う
に
、
各
国
間
の
映
画
の
関
係
に
注
目
す

る
者
も
い
る
。
黎
明
期
映
画
で
は
最
も
難
し
い
分
野
で
あ
る
受
容
に
つ

い
て
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
テ
ィ
サ
ン
、
ベ
ン
・
シ
ン
ガ
ー
、
シ
ェ
リ
ー
・

ス
タ
ン
プ
、
ケ
イ
・
ス
ロ
ー
ン
ら
が
現
在
研
究
中
だ
。

ガ
ニ
ン
グ
の
一
九
九
二
年
の
研
究
リ
ス
ト
に
は
、
ま
だ
未
研
究
の
重

要
分
野
が
残
さ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
よ
る
研
究
は
、
著
名
な

も
の
で
は
リ
ン
ダ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
近
年
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
バ

リ
デ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
研
究
す
べ
き
部
分
が
多
く
残
る
。
ま
た
、

監
督
、
製
作
、
脚
本
、
編
集
あ
る
い
は
展
示
事
業
も
含
め
て
女
性
の
映

画
制
作
に
つ
い
て
は
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
部
分
が
あ
る）

29
（

。
さ
ら
に
異
人
種

や
国
外
出
身
者
の
映
画
制
作
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
も
、
最
近
ま
で
は

明
ら
か
に
取
り
残
さ
れ
た
分
野
だ
っ
た
。近
年
発
表
さ
れ
た
オ
ス
カ
ー
・

ミ
シ
ョ
ー
（
第
四
章
参
照
）
に
つ
い
て
の
四
冊
の
書
物
は
そ
の
空
白
を

埋
め
る
も
の
で
、
ア
ナ
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ス
チ
ュ

ワ
ー
ト
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
エ
ズ
ラ
そ
し
て
私
自
身
の
著
作
活
動
を
刺
激
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し
、
一
九
一
五
年
以
前
の
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
種
の

観
点
か
ら
の
映
画
製
作
と
表
象
に
注
目
す
る
事
に
な
っ
た
。

ア
リ
ソ
ン
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
研
究
で
知
ら
れ
る
植
民
地
映
画
に
つ
い

て
も
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
や
初

期
の
音
声
付
き
映
画
も
、
リ
ッ
ク
・
ア
ル
ト
マ
ン
や
、
ド
ナ
ル
ド
・
ク

ラ
フ
ト
ン
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
残
さ
れ
た
分
野
と
言
え
る
。

ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
の
も
う
一
つ
の
遺
産
は
、
映
画
学
者
た
ち
と
映
画

ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
連
携
を
生
ん
だ
こ
と
だ
。
世
界
中

の
ア
ー
カ
イ
ブ
担
当
者
た
ち
の
協
力
関
係
、
お
よ
び
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議

で
実
現
し
た
映
画
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化
な
く
し
て
、
本
書
が
生
ま

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

初
期
の
ア
リ
ス
・
ギ
イ

次
の
女
性
映
画
監
督
た
ち
が
現
れ
る
何
年
も
前
に
、
い
っ
た
い
ギ
イ

は
い
か
に
し
て
映
画
監
督
に
な
っ
た
の
か
？

ア
リ
ス
・
ギ
イ
誕
生
の
一
八
七
三
年
七
月
一
日
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
人

の
父
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
イ
は
、
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で
書
店
チ
ェ
ー
ン
を

経
営
し
て
い
た
。
ギ
イ
の
母
親
は
、
五
番
目
の
子
供
が
「
正
当
な
フ
ラ

ン
ス
人
」
と
し
て
出
生
す
る
よ
う
フ
ラ
ン
ス
に
里
帰
り
し
た
。
ギ
イ
は
、

ヴ
ァ
ン
サ
ン
ヌ
の
森
近
く
、
当
時
は
パ
リ
郊
外
だ
っ
た
サ
ン
゠
マ
ン
デ

で
生
ま
れ
た
。
ギ
イ
の
子
供
時
代
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

「
革
命
で
失
っ
た
財
産
を
再
び
築
く
た
め
に
」
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が

南
米
へ
渡
っ
た
、
と
ギ
イ
は
回
想
録
で
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
た
ち
の
中
に
、
ギ
イ
の
母
マ
リ
ー
の
叔
母
と
叔
父
が
い
た
。

彼
ら
は
、
ひ
と
財
産
手
に
入
れ
て
フ
ラ
ン
ス
へ
戻
っ
た
折
、
美
し
く
魅

力
的
に
成
長
し
た
姪
の
マ
リ
ー
に
会
い
、
チ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
イ
を
結
婚
相
手
と
し
て
引
き
合
わ
せ
た
の

だ
。
当
時
の
典
型
的
縁
組
み
結
婚
だ
。
ま
だ
十
代
だ
っ
た
マ
リ
ー
は
、

厳
格
な
修
道
院
で
寄
宿
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
だ
が
、突
然
エ
ミ
ー
ル
・

ギ
イ
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
南
米
行
き
の
船
客
と
な
っ
た
。
チ
リ

で
は
夫
の
書
店
経
営
を
助
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
慈
善
活
動
を
行
っ
た）

30
（

。

ギ
イ
が
生
ま
れ
た
当
時
、
母
親
は
二
十
六
歳
、
す
で
に
何
人
か
の
子
供

が
い
た
。
兄
と
姉
が
何
人
い
た
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
回
想
録

で
ギ
イ
は
「
兄
た
ち
」
と
複
数
形
を
使
い
、
年
長
の
兄
が
リ
ウ
マ
チ
性

心
疾
患
の
た
め
に
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
も
う
一
人

の
兄
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
姉
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
明
ら
か

だ
。
上
か
ら
ジ
ュ
リ
ア
、
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
と
三
人
い

た
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
リ
ネ
に
よ
る
と
、
ジ
ュ
リ
ア
は
「
コ
ル
シ
カ
人
」

と
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
結
婚
す
る
こ
と
な
く
リ
ヨ
ン
の
修

道
院
で
一
生
を
終
え
た
。
ア
ン
リ
エ
ッ
ト（
一
八
七
二
―
一
九
三
九
年
）

は
結
婚
し
て
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
と
い
う
娘
を
も
う
け
た
。
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
の
娘

が
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
リ
ネ
だ
。
ギ
イ
の
姪
に
あ
た
る

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
映
画
業
界
に
入
り
、
引
退
後

の
ア
リ
ス
・
ギ
イ
と
親
交
を
持
っ
た）

31
（

。

ア
ン
リ
エ
ッ
ト
の
下
の
姉
が
二
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
マ
ル
グ
リ

ッ
ト
で
、
次
が
ア
リ
ス
だ
。
ギ
イ
の
母
親
は
フ
ラ
ン
ス
ま
で
七
週
間

の
船
旅
を
し
て
、
五
番
目
の
子
ア
リ
ス
を
出
産
し
た
。
母
娘
の
関
係
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は
終
始
良
好
だ
っ
た
。
晩
年
の
ア
リ
ス
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
ア
リ

ス
・
ギ
イ
の
義
理
の
娘
、
ロ
ベ
ル
タ
・
ブ
ラ
シ
ェ
の
話
で
は
、
こ
の
「
家

族
の
秘
密
」
に
つ
い
て
、
ア
リ
ス
・
ギ
イ
は
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た

と
い
う
。
ギ
イ
の
母
親
マ
リ
ー
が
五
番
目
の
子
供
を
出
産
す
る
た
め

に
フ
ラ
ン
ス
へ
帰
っ
た
の
は
、
用
心
の
た
め
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

彼
女
は
農
場
に
出
入
り
す
る
チ
リ
人
の
牧
夫
と
情
事
を
重
ね
て
い
た

か
ら
だ
。
も
し
も
生
ま
れ
て
く
る
子
供
が
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
イ
の
子
供

で
な
け
れ
ば
、
誕
生
時
に
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
。
好
奇
の
目
か
ら

逃
れ
ら
れ
る
場
所
で
出
産
す
る
の
が
賢
明
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

確
か
め
よ
う
と
し
た
り
、話
題
に
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
と
、ア
リ
ス
・

ギ
イ
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
目
を
し
て
肩
を
す
く
め
る
だ
け
だ
っ
た
と

い
う
。
真
偽
を
確
か
め
る
す
べ
は
も
は
や
な
い
の
だ
が
、
晩
年
に
な

っ
て
自
ら
語
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
彼
女
の
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を

感
じ
さ
せ
る
。

と
は
い
え
、
彼
女
の
出
生
事
情
は
か
な
り
特
異
だ
。
ギ
イ
家
の
子
供

た
ち
は
六
歳
に
な
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
エ
ズ
ス
会
修
道
院
の
寄
宿
学

校
へ
送
ら
れ
た
。
ギ
イ
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
当
時
、
適
切
だ
と
さ
れ
た

唯
一
の
教
育
を
受
け
る
た
め
」
に）
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。
病
気
に
な
っ
た
時
や
、
学
校
が
休

暇
の
時
に
は
兄
や
姉
た
ち
は
ス
イ
ス
に
住
ん
で
い
た
母
方
の
祖
母
の
家

で
過
ご
し
た
。
ギ
イ
の
幼
少
期
が
兄
や
姉
た
ち
と
少
し
違
っ
て
い
る
の

は
、
両
親
が
パ
リ
ま
で
行
っ
て
出
産
し
た
こ
と
だ
。
父
親
は
す
ぐ
に
サ

ン
チ
ャ
ゴ
に
戻
り
、
数
カ
月
後
に
は
マ
リ
ー
も
赤
ん
坊
を
ス
イ
ス
の
母

に
預
け
て
後
を
追
っ
た
。
ギ
イ
は
祖
母
と
暮
ら
し
た
三
年
間
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
、
両
親
が
自
分
を
「
放
棄
し
た
こ
と
」
は
何
の
悪
影
響
も

な
か
っ
た
と
言
う
。「
放
棄
」
は
永
遠
に
続
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
四

年
後
に
マ
リ
ー
が
彼
女
を
チ
リ
へ
連
れ
戻
し
た
。
そ
の
頃
ま
で
に
す
っ

か
り
母
親
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
ギ
イ
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
大
き
な
痛

み
だ
っ
た
が）

33
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、
船
旅
が
別
れ
の
痛
み
を
癒
し
て
く
れ
た
。
回
想
録
に
は

そ
の
船
旅
で
彼
女
が
目
に
し
た
光
景
が
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
で
氷
河
の
壁
の
間
を
抜
け
た
光
景
な
ど
が
。
母

親
は
い
つ
も
の
よ
う
に
船
酔
い
が
ひ
ど
く
、
下
船
の
折
り
に
は
歩
く
の

が
や
っ
と
だ
っ
た
。
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
到
着
時
、
ギ
イ
は
父
親
と
初
め
て

対
面
し
た
。

キ
ャ
ビ
ン
ボ
ー
イ
が
私
を
母
親
の
と
こ
ろ
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

大
変
驚
い
た
の
は
、
背
の
高
い
紳
士
が
母
を
抱
い
て
何
度
も
キ
ス

し
、
丹
念
に
な
が
め
て
い
た
こ
と
だ
。「
船
旅
で
疲
れ
た
の
だ
ね
。

か
わ
い
そ
う
な
マ
リ
ー
」、「
具
合
が
悪
そ
う
だ
ね
」
と
言
っ
た
。

そ
の
フ
ラ
ン
ス
風
の
口
髭
の
紳
士
が
私
の
父
だ
っ
た
の
だ
が
、
父

は
そ
の
時
初
め
て
私
に
気
が
つ
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
彼
は
私
を
引

き
寄
せ
て
長
い
間
見
つ
め
て
い
た
。

「
君
に
似
て
い
る
ね
、
マ
リ
ー
」、
最
後
に
こ
う
言
っ
て
私
を
抱

き
し
め
た）

34
（

。

と
い
う
わ
け
で
、
ア
リ
ス
・
ギ
イ
は
四
歳
か
ら
六
歳
ま
で
チ
リ
、
バ

ル
パ
ラ
イ
ソ
の
大
農
園
で
暮
ら
し
た
。
こ
の
間
の
こ
と
は
回
想
録
に
書

か
れ
た
情
報
が
あ
る
の
み
だ
。
両
親
に
会
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
父
親
は
仕
事
に
忙
し
く
、
母
親
は
社
交
や
慈
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善
活
動
に
忙
し
か
っ
た
の
だ
。
ア
リ
ス
の
世
話
は
コ
ン
チ
ー
タ
と
い
う

子
守
り
に
委
ね
ら
れ
、
日
曜
日
で
さ
え
コ
ン
チ
ー
タ
と
過
ご
し
た
。
ラ

ン
ド
リ
ー
室
に
も
、
市
場
に
も
ミ
サ
に
も
、
日
曜
日
の
午
後
に
は
海
岸

の
崖
に
も
つ
い
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
コ
ン
チ
ー
タ
が
友
人
た
ち
と
集
ま

っ
て
、
岩
の
上
や
農
園
で
エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
（
ミ
ー
ト
パ
イ
）
を
つ
く
る

小
麦
を
捏
ね
た
。
ギ
イ
は
柳
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
上
で
眠
り
、
ス
ペ
イ
ン

語
を
覚
え
た
。

六
歳
に
な
っ
た
時
、
今
度
は
母
親
で
は
な
く
父
親
が
ア
リ
ス
を
フ
ラ

ン
ス
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
明
ら
か
に
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
と
関
係
し
て

い
た
。
父
と
母
の
関
係
か
仕
事
の
問
題
か
、
旅
の
間
じ
ゅ
う
父
親
が
苦

悩
し
て
い
て
、
近
寄
り
難
か
っ
た
こ
と
を
ギ
イ
は
覚
え
て
い
た
。
到
着

す
る
や
父
は
ア
リ
ス
を
、
ス
イ
ス
国
境
近
く
の
ヴ
ィ
リ
ー
に
あ
る
聖
心

会
修
道
院
に
入
れ
た
。
彼
女
の
姉
三
人
が
学
ん
だ
場
所
だ
。
修
道
院
の

生
活
は
チ
リ
と
は
あ
ま
り
に
も
違
っ
て
い
た
。
修
道
院
は
暗
く
陰
気
で

厳
し
か
っ
た
。
食
事
は
祈
祷
を
聞
き
な
が
ら
沈
黙
し
て
行
い
、
些
細
な

過
ち
に
も
両
腕
を
交
差
し
て
四
時
間
ひ
ざ
ま
ず
く
と
い
う
罰
が
課
せ
ら

れ
た
。
ギ
イ
は
し
ば
し
ば
扁
桃
腺
を
患
っ
た
の
だ
が
病
気
の
時
だ
け
が

息
抜
き
で
あ
り
、
こ
の
時
は
祖
母
の
家
で
一
週
間
を
過
ご
し
た
。

修
道
院
で
の
六
年
間
に
つ
い
て
ギ
イ
は
、「
監
獄
の
年
月
」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
「
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
冷
酷
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
彼
女
た
ち
に
対
し
て
も
戒
律
は
厳
し
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
修

道
院
長
は
素
晴
ら
し
い
女
性
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
強
い
人
間
、
何
か
を

成
し
遂
げ
る
人
間
に
な
り
、
社
会
の
い
か
な
る
場
に
お
い
て
も
正
し
く

自
己
管
理
で
き
る
人
間
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
目
的
の
た

め
に
、
院
長
は
そ
の
時
代
の
や
り
方
を
実
行
し
た
の
だ
。
と
は
い
え
、

私
も
姉
た
ち
も
修
道
院
で
は
あ
る
恩
恵
に
浴
し
て
い
た
。
当
時
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
だ
っ
た
メ
ル
リ
ー
ノ
閣
下
が
私
た
ち
家
族
と

親
交
が
あ
り
、
私
た
ち
の
後
見
人
だ
っ
た
か
ら
だ）
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」。

「
監
獄
生
活
」
は
、
ギ
イ
が
十
二
歳
に
な
っ
た
時
に
終
わ
っ
た
。
こ
の

頃
の
辛
い
年
月
に
つ
い
て
、
回
想
録
で
は
短
く
触
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

チ
リ
で
大
地
震
、
火
災
、
盗
難
事
件
が
起
き
て
、
家
は
零
落
し
た
。

父
は
フ
ラ
ン
ス
へ
戻
り
、
兄
と
姉
達
と
私
が
一
緒
に
な
っ
た
。
す

ぐ
上
の
姉
と
私
は
授
業
料
の
安
い
フ
ィ
ル
ネ
ー
の
修
道
院
へ
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
居
城
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
修
道

院
に
な
っ
て
い
て
、
き
ち
ん
と
悪
魔
祓
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル
の
亡
霊
が
庭
園
や
居
室
を
さ
ま
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

授
業
を
皮
肉
な
面
持
ち
で
聞
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

　
上
の
兄
は
リ
ウ
マ
チ
性
心
疾
患
で
十
七
歳
の
時
に
他
界
し
た
。

こ
の
時
に
母
は
フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
、
私
た
ち
は
パ
リ
で
再
会
し
た

の
だ
が
、
生
活
は
以
前
と
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。
一
番
上
の
姉

は
師
範
学
校
に
入
り
、
残
る
二
人
の
姉
は
急
い
で
結
婚
し
た
。
私

は
教
育
を
終
え
る
た
め
に
カ
ル
デ
ィ
ネ
通
り
の
小
さ
な
学
校
に
行

っ
た
。
父
は
五
十
一
歳
で
死
亡
し
た
。
病
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、

心
痛
に
よ
る
死
だ
っ
た
。
私
は
母
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
の
だ
が
、

母
は
そ
の
時
初
め
て
現
実
の
生
活
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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友
人
達
の
お
か
げ
で
、
母
は
母
親
の
た
め
の
共
済
組
織
、
恵
ま

れ
な
い
女
性
労
働
者
の
た
め
の
繊
維
組
合
の
組
織
長
に
推
薦
さ
れ

た
。
当
時
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
、
の
ち
の
社
会
保
障
機
関
だ
っ

た
。
惨
め
な
現
実
は
あ
っ
た
が
、
私
は
元
気
だ
っ
た
。
母
は
私
を

仕
事
場
に
連
れ
て
行
っ
て
手
伝
わ
せ
た
。
私
の
社
会
デ
ビ
ュ
ー
は

難
し
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
私
は
、
全
く
の
小
さ
な
白
い
ガ
チ
ョ
ウ

だ
っ
た
。
少
し
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
て
、
郊
外
に
住
む
人
た
ち
を
別
階

級
の
種
族
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
何
度
か
訪
れ
て
人
々
と
接
す

る
こ
と
で
私
の
良
識
や
思
い
や
り
、
敬
い
の
心
が
目
覚
め
た）

36
（

。

度
重
な
る
不
幸
な
出
来
事
に
つ
い
て
の
短
く
、
抑
制
し
た
叙
述
か
ら

わ
か
る
の
は
、
厳
格
な
修
道
院
の
教
え
を
ギ
イ
が
し
っ
か
り
学
ん
だ
と

い
う
こ
と
だ
。

不
幸
に
も
悪
い
こ
と
は
続
い
た
。
経
営
側
と
の
意
見
の
相
違
に
よ
り

ギ
イ
夫
人
の
組
合
機
関
で
の
仕
事
は
数
カ
月
で
終
わ
っ
た
。
し
か
し
組

合
の
事
務
長
で
、
ア
リ
ス
が
い
た
修
道
院
の
創
立
者
の
甥
と
い
う
新
し

い
友
人
が
で
き
た
。
当
時
彼
は
七
十
歳
で
、
ア
リ
ス
は
十
七
歳
。
し
か

し
ア
リ
ス
は
、「
彼
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
人
物

が
ア
リ
ス
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
速
記
を
習
得
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
タ

イ
プ
速
記
は
当
時
最
新
の
技
術
だ
っ
た
。
ア
リ
ス
は
速
や
か
に
習
得
し
、

ほ
ど
な
く
教
官
が
仕
事
を
見
つ
け
て
く
れ
た
。
ニ
ス
会
社
で
の
仕
事
は

一
時
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
技
術
が
上
達
し
た
。
こ
の
仕
事
場

で
ア
リ
ス
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ
て
い
る
。
そ
の

建
物
で
働
く
た
だ
一
人
の
女
性
だ
っ
た
ア
リ
ス
に
、
同
僚
男
性
が
品
の

な
い
言
葉
を
容
赦
な
く
浴
び
せ
嫌
が
ら
せ
を
し
た
と
い
う
の
だ
。
ア
リ

ス
は
立
ち
上
が
っ
た
が
、
逆
に
そ
の
男
性
が
ア
リ
ス
の
行
い
を
上
司
に

訴
え
た
。
ギ
イ
も
上
司
に
事
情
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ
と

に
、
結
局
ア
リ
ス
と
そ
の
男
性
は
友
人
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
！

一
八
九
五
年
三
月）
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、
速
記
の
教
官
が
彼
女
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り
良

い
仕
事
場
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
二
十
一
歳
の
ア
リ
ス
は
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
商
会
の
門
を
叩
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
フ
ェ
リ
ッ

ク
ス
・
リ
シ
ャ
ー
ル
が
経
営
す
る
、
写
真
機
器
製
造
の
会
社
だ
っ
た
。

レ
オ
ン
・
ゴ
ー
モ
ン
と
い
う
若
い
発
明
家
が
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
の
次
席
に

い
て
、
秘
書
に
応
募
し
て
き
た
ギ
イ
を
面
接
し
た
。
回
想
録
に
よ
る
と
、

ギ
イ
の
紹
介
状
を
読
ん
で
、
レ
オ
ン
は
こ
う
言
っ
た
。

「
紹
介
状
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
大
切
な
職
に
あ

な
た
は
若
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　
私
の
希
望
は
砕
か
れ
た
。

「
ど
う
ぞ
お
願
い
で
す
。
何
と
か
し
ま
す
。」

　
彼
は
私
を
も
う
一
度
見
て
笑
っ
た
。

「
そ
れ
は
そ
う
だ
。」
と
彼
は
言
っ
た
。

「
何
と
か
な
る
で
し
ょ
う
。
じ
ゃ
あ
、
試
し
て
み
ま
し
ょ
う）

38
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。」

や
っ
て
み
る
と
う
ま
く
行
っ
た
。
ア
リ
ス
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
商
会

で
職
を
得
た
。
そ
こ
で
の
仕
事
に
つ
い
て
彼
女
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
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オ
ペ
ラ
通
り
に
向
か
っ
た
窓
辺
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
備
え
た
小

さ
な
テ
ー
ブ
ル
が
置
い
て
あ
っ
た
。
間
仕
切
り
で
区
切
ら
れ
た
席

は
、
電
気
仕
掛
け
の
呼
び
鈴
で
上
司
の
部
屋
と
繋
が
っ
て
い
た
。

朝
の
八
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
で
週
六
日
、
上
司
か
ら
ベ
ル
で
呼
ば

れ
た
ら
応
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た）

39
（

。

ジ
ュ
ー
ル
と
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
リ
シ
ャ
ー
ル
兄
弟
は
一
八
七
七
年
に

父
の
精
密
機
器
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
一
八
八
二
年
に
六
万
フ
ラ
ン
の
資

本
金
で
リ
シ
ャ
ー
ル
兄
弟
社
と
し
て
再
編
し
た
。
同
じ
年
、
三
人
の
実

業
家
、
ペ
リ
シ
ョ
ン
と
ピ
カ
ー
ル
兄
弟
が
、
サ
ン
ロ
ッ
シ
ュ
通
り
五
七

番
で
写
真
機
器
の
店
を
始
め
た
。

一
八
九
一
年
十
一
月
二
十
九
日
、
リ
シ
ャ
ー
ル
兄
弟
は
共
同
経
営
に

終
止
符
を
う
っ
た
。
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
が
兄
に
三
〇
万
フ
ラ
ン
で
権
利
を

譲
り
、
い
か
な
る
競
合
会
社
も
作
ら
な
い
と
い
う
取
り
決
め
を
し
た
。

し
か
し
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
は
サ
ン
ロ
ッ
シ
ュ
通
り
の
写
真
機
器
の
店
を
買

収
し
た
の
だ
。
す
ぐ
さ
ま
彼
は
、
カ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
が
発
明
し
た
フ
ォ

ト
ジ
ュ
メ
ル
と
い
う
カ
メ
ラ
の
販
売
を
始
め
た
。
カ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
は
、

の
ち
に
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
を
製
造
し
た
技
術
者

だ
。一

八
九
三
年
十
月
五
日
、
パ
リ
裁
判
所
は
、
写
真
店
の
契
約
違
反
を

認
め
、
営
業
な
ら
び
に
カ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
フ
ォ
ト
ジ
ュ
メ
ル
販
売
を

禁
じ
る
判
決
を
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
リ
シ
ャ
ー
ル
に
出
し
た
。
カ
ル
パ
ン

テ
ィ
エ
の
弟
子
だ
っ
た
レ
オ
ン
・
ゴ
ー
モ
ン
は
一
八
九
三
年
に
フ
ェ
リ

ッ
ク
ス
・
リ
シ
ャ
ー
ル
の
下
で
働
き
始
め
て
い
た
。
リ
シ
ャ
ー
ル
は
控

訴
し
た
が
一
八
九
五
年
五
月
二
十
八
日
、
同
じ
裁
決
が
出
た
。
営
業
活

動
を
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
リ
シ
ャ
ー
ル
は
、
部
下
の
ゴ
ー
モ
ン

に
、
五
万
フ
ラ
ン
で
会
社
を
買
わ
な
い
か
と
持
ち
か
け
た
。
ゴ
ー
モ
ン

は
会
社
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
が
、
リ
シ
ャ

ー
ル
は
カ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
フ
ォ
ト
ジ
ュ
メ
ル
の
独
占
販
売
権
を
約
束

す
る
と
説
き
伏
せ
た
。（
の
ち
に
偽
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。）

一
八
九
五
年
七
月
六
日
、
ゴ
ー
モ
ン
は
会
社
を
買
い
取
っ
た
。
八
月
十

日
に
は
ゴ
ー
モ
ン
社
（L. G

aum
ont et C

ie.

）
が
設
立
さ
れ
た）

40
（

。
ギ

イ
の
回
想
録
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
起
き
た
の
は
彼
女
が
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
商
会
で
仕
事
を
始
め
て
数
カ
月
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
ゴ

ー
モ
ン
が
会
社
を
買
い
取
っ
て
社
名
が
変
わ
っ
て
も
、
ギ
イ
は
責
任
あ

る
立
場
の
従
業
員
と
し
て
残
っ
た
。
い
ま
で
言
う
事
務
担
当
責
任
者
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
ギ
イ
は
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
産
業

の
誕
生
を
目
撃
す
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
場
に
居
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
だ
。
飛
行
機
、
人
間
や
動
物
の
運
動
力
学
そ
し
て
映
画
、
こ
の
三
つ

は
互
い
に
関
連
し
て
発
達
し
て
ゆ
く
。


